
 

 

 

 

 

 

 

 

                        

  「グレイス2019年度目標」            事務長  黒木 成人 

 

①高齢者の尊厳を重視し、地域に根ざした施設をめざす 

・高齢者の尊厳についての具体的な学びを深め、ご利用者に安心できる場所を提供します。 

・ご利用者、ご家族に対して、丁寧な対応、丁寧な話し方、聞き方を心がけます。 

②適正な事業運営が継続できるよう収入・人員の確保、提供サービスの質の向上をめざす 

・ベッド稼働率100％を目標に、空床情報を開示し、ベッドの空きを出さないようにします。 

・在宅部門と連携を図り、効率的な空きベッドの活用に努めます。 

・安定運営の維持と経費削減に努めます。 

・通所リハビリテーションの利用率の向上を目指します。 

・全職員が施設、各事業を支えている一員であるという認識をもてるよう必要な情報を提供し共有します。 

(理念の浸透を含め、職員間の更なる情報の共有化) 

・介護職キャリアアップ段位制度を導入し、プロとしての意識を高め介護の質の向上を図ります。 

・ご利用者、ご家族の意見を大切にし、苦情・相談等には迅速に対応します。 

・職員の介護負担軽減、ご利用者の安全確保の為に必要に応じて介護ロボットを導入していきます。 

・看護師、介護職等の人員の確保、離職率低減への取り組みを強化します。（TOKYO 働きやすい福祉の職場

宣言事業所のアピール） 

③地域（公益）活動への取組み 

・法人の活動である社会鍋、街頭給食へは積極的に参加をして地域のニーズをとらえていきます。(地域交流の

一層の促進) 

・杉並区社会福祉協議会が中心になり行っている杉並区としての地域(公益)活動にも参加をします。 

・無料低額事業実施施設として費用面について減免等を必要に応じて行います。 

・法人間施設との情報交換、職員交流、研修・勉強会への参加等を積極的に取組みます。 

④施設の設備充実、環境改善への取組み 

・経年劣化による備品、機器の入替を順次行います。2020年度大規模修繕を実施に向けて、東京都の補助金

申請の準備等を行っていきます。 

・事業継続計画(BCP)の策定をします。 

 

 以上の目標を掲げて、本年も職員一同、力をあわせてサービスを提供致しますので、よろしくお願い致しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設理念『 キリストの愛を原点に全人的ケアを目指します 』 
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【2018 年度 冬号（2019/ 2/ 1）】 

2019 年 救世軍標語  「主の栄光を語り伝えよう」 

『 国々に主の栄光を語り伝えよ 諸国の民にその驚くべき御業を 』  

 

歴代誌上 16 章 24 節 
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